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レベルから起こったのではなく、政府レベルの対応がその大きな要囚とも言えるだろう。

どの時代のどの政府であろうと、時の為政者は自分たちが不人気だと思うとナショナリズ

ムを煽り、愛国心を駆り立てるような政策を取る。庶民にとって領土間題は実に分かりや

すいテーマなのである。紛争の種の多くが領上間題であることは、世界の歴史をざっと眺

めて見ればわかることだろう。

現在の火種である＜尖閣諸島＞は、国交正常化が成立した 1972年、双方はく小異を残し

て大同につこう＞と、周恩来は棚上げを提案し田中角栄も了承した。 1978年、部小平はく

次の、次の世代に任せよう＞と言った。＜孫の世代になると賢い智慧も生まれるだろう＞

と語り、双方の首脳は意見の一致を見たのである。

く固有の領土＞なるものはどこにもない！

ところが作今、日中双方はく我が国固有の領土＞なる言築を持ち出している。私はこの

く固有の領士＞という言葉を聞くたびに、実に不遜な言い方だと思ってしまう。誰に対し

てか？ 大いなる大地に対してである。尖閣諸島をく共有の道しるべ＞としてきた近隣海

域の漁民たちに対してである。

そもそも論議の前提になっている「日本」にしろ「中国」にしろ、このような「国民国

家」なる概念はたかだか、 100年ほど前になって初めて出てきたものである。日本について

いえば、それ以前は薩摩であり肥後であり長州という「藩」という概念に支配され、自分

をく日本人＞と捉えてはいなかった。自分は薩摩の人間であり長州人だと思っていて、そ

う公言していたのだ。

それ以前はどうだったか。はるか2000年前、「わが日本」なるものはなかった。例えば、

「わが国への稲作技術の到来」というような歴史の教科書の記述などを読んだり聞いたり

するたびに、当時の人々にとって、そこが「日本」であり、彼の地は「中国」だったろう

か。そんな「国」はありもしなかったのである。

歴史家の網野善彦によれば、「日本」という名前が登場するのは、 8世紀初頭に勢力を振

るっていた一族が本州の西南部や九小卜1北部をめぐる領上の支配を確立した時のことのよう

である。その最高権力者が「天の王」を意味する天皇という称号を与えられた。要するに、

「日本」とはある特定の一族によって支配された政治的な単位だったのだ。

そういう観点をしつかりと持っていれば、「国民国家」概念が存在する以前、どこの海で

あろうと、異なる言語を話す近隣の漁民たちは時に争うことはあっても、おのずと共存し

ながらお互いに漁を釣って生活の福にしていたと想像できるはずである。長期的な視点に

立てば、いわゆる領土間題などもおのずと「共同開発して共に利益を享受しよう」という

考えに到達できるだろうし、それこそが平和的な解決方法だと認識できるだろう。

国際主義を超えて「世界市民」としての思想へ

紆余曲折を経ながら今日言うところの「国民国家」概念が生まれ、領士問題も発生して

きた。

周恩来がソビエトの友人と話をした時、アメリカ帝国主義と発言したが、通訳は「アメ
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リカ人」と誤訳してしまった。すると周恩来はすぐさま「アメリカ帝国主義とアメリカ人

は違う」と発言して通訳の誤りを訂正した。周恩来はどのような政府とも、その国の国民

との違いを区別した。

しかし江沢民が主席として登場以降、「国際主義」なる言薬はついぞ中国から消えてしま

った。横浜国立大学名誉教授の村田忠蒻氏が過去数十年に亘って「人民日報」の社説に出

てくる単語の頻出度を調査したところ、「国際主義」という言菓は年毎に減り、それに代わ

って「愛国主義」なる言葉が頻繁に表れるようになったという。ここ 10年は、国際主義と

いう 言葉がほとんど消えてしまったと慨嘆している。

国際主義はもともとマルクス主義の「労働者に祖国はない」というプロレタリア国際主

義から来ている。思えば国際主義もいわば「国民国家」が前提になっている。国民国家は

すぐさま国家主権なる考えに足をすくわれ、領土問題などが発生するといともたやすく狭

陰なナショナリズムの勃典に道を開くのである。

私は今こそ、国民国家の限界性を認識すべきではないかと思う。くある国の国民である

＞という考えよりも、国境や国家を超えて自立した個人、いわば世界市民という考えを持

つことの重要性を認識すべきであると思う。

理想的過ぎると言われるかもしれない。しかし理想を放棄したら、ますます悪しき現実

に足を引っ張られてしまうだろう。

近年の排外的なナショナリズムの動きを見るにつけ、民族間の争いを防ぎ、平和な世界

を作ろうとして世界共通語エスペラントを創ったルドヴィーコ・ラザーロ・ザメンホフが

唱えた Homaranismo（ホマラニスモ、人類人主義）こそ、これからの世界は求められてい

るのではないか、と思うようになった。

エスペラントで「ホマーロ」は人類、「アーノ」は一員を意味し、それに「イスモ」がつ

き 「人類人主義」、つまり国家や民族を超え、あるいは捨てて、我々は人類の一員であると

いう思想である。いわば我らは世界市民の一員だと規定し行動するのだ。

習近平主席は、昨年9月 3日の抗日戦争勝利記念日に「日本が侵略戦争を起し、中国人

民に災難をもたらしたのは日本軍国主義がやったことであり、中国政府と人民は未だかつ

てあの戦争の責任を日本人民に帰したことはない」と語った。日本政府と日本人民を区別

したのである。ここには周恩来らの国際主義的な精神が確実に生き続けていると考えてい

しヽ だろう。

しかし何度も言うようだが、国家主権を前提とするような国際主義は、狭臨なナショナ

リズムを超えることはなかなか難しいと思う。

今私たちは、いや私は、居住する国で国際主義者であろうとするより、ザメンホフの人

類人主義、いわば人は地球の一員であるという考え方、生き方を志向することの方が重要

なことではないかと思っている。

歴史は、国際主義者がナショナリストたちに敗北し続けてきたことを、思い出さずには

おれないからである。
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試写会のご案内

記録映画『 10日間だけの祖国』

奥村正雄

4年がかりの映像（ドキュメント）がようやく出来上がった。映像の8割がたはすでに

撮り終え、昨年の方正友好交流の会の総会では、未整理の状態で中間報告をさせていただ

いた。その時点で、どうしてもこの映画に欠かせない映像が一部、撮り残されていた。そ

れはこの映画の主人公・徐士蘭さん（推定69, 7 0歳）が生まれて間もない 19 4 5年

8月、方正県の郊外である開発鎮（村）にある小学校の校庭で、実母の手から一人の青年

（張文学さん、故人）の手に托された、その現場の映像である。この映像がこれまで撮れ

なかったのには理由があった。古い校舎を全面的に建て替える工事が続いていて、撮影の

ために中に入れてもらえなかったためだ。この最後に残った映画のシーンを撮るために私

たちがハルピン、方正へ行ったのは昨年 1月だった。「たとえ鉄棒でぶん殴られても動くな

（外へは出るな）」という古い諺があるほど厳寒の時期だった。私と吉川カメラマンは、厚

着の中に、さらにホッカイロを何個か腰回りや足元などにしのばせた。

■実母と別れた校庭で
厚労省が彼女を残留孤児と認定する可能性が、限りなくゼロに近くなっている。それは

なぜなのか。それは孤児であることを証明だてる具体的な証拠がない、という理由だ。こ

の映画の主人公・徐士蘭さんが、実の母親と別れたのは、日本の敗戦が決まった直後、 1 

945年の盛夏8月だった。今から 70年前の 8月、この校庭で徐士蘭さんの実母の手か

ら、まだ生まれて間もない徐士蘭さんを託された張文学さんは、 戸惑いながら、自分がま

だ、独り者の青年だったため、この乳児を近所に住む女性（徐士蘭さんの養母）に渡した。

近所の人たちは、みんなこの事実を知っていたから、徐士蘭さんが日本人であることを

知らない者はいなかった。しかし厚労省が彼女が日本人の孤児であるかどうかを判定する

には具体的な物的証拠が必要だった。徐士蘭さんの実母がまだ幼いわが子を張文学さんに

渡した時は、あわただしい時間の中で、自分が着ていた和服の裾を千切り、わが子の名を

書いて張文学さんに渡した。しかしこの唯一の物的証拠は、あの狂乱の文化大革命の時に、
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後難を怖れた養父が焼却してしまっていた。残る証拠となるものは、幼い徐士蘭さんをこ

の手で実母から手渡された、当時、まだ末婚の青年だった張文学さんの具体的な証言しか

なかった。

■異常な証言拒否
この唯一の証言を、張文学さんは、なぜか死ぬまで承知してくれなかった。

「村では、みんな徐士蘭は日本人の子だと聞いていたが、噂だけでは孤児である証拠に

はならない。残るは、赤ん坊だった徐士蘭さんを、この手で預かって養母に託した張文学

さんの証言だけだ」

村の人たちは、みんなそう思ったし、

「張文学さんが名乗り出てくれて、その時の状況やら、赤ん坊だった徐士蘭さんを養母

に渡した時の経緯を詳しく証言してくれれば、本人でなければ言えない状況だって、厚労

省の係官に詳しく説明できる。それができるのは張文学さんしかいないんだから」

と噂し合った。だが張文学さんは厚労省の聞き取りに頑として応じなかった。

その理由は不可解のままである。ただわかっていることは、死ぬまで彼は「ナニか」を

怖れ、証言を拒み続けた。その理由を、みんなは噂し合った。さまざまな推理が行なわれ

た。あるいは戦争中に彼が体験したナニかが、明らかになることを終生、怖れ続けていた

のではないか...たとえばあの「 73 1記念館」で展示されているような、人間の行為とは

信じがたいような、恐怖につながるトラウマが彼の中にあった、とでもいうような…。そ

うでもなければ、生い立ちから幼時を通して徐士蘭さんが体験した過酷な被虐体験を近所

の住人としても、この目で見ていた彼が、彼女が祖国日本に帰るための唯一の証言を拒み

続けた理由が不可解である。ちょうど、あの話題の中国映画『芙蓉鎮』で、文化大革命中

に味わった恐怖の体験から正気を失い、もう文革は終わっているのに「…運動だ！」と叫

んで歩く男のように…。

■養父が鎌を振り回し…
この養母は間もなく亡くなり、替わって徐士蘭さんを育てた養父が冷酷非情の男だった。

自分の実子（徐士蘭さんの義妹）は小学校に通わせながら、徐士蘭さんには夜学校にさえ
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行かせず、零下30度近い厳冬でも、素足に藁草履で働かせていた話や、徐士蘭さんが 1

3歳の時に高梁70斤と 2歳の子牛 l頭と引き換えに40歳台の身体不自由な男と無理や

り結婚させようとした。これを嫌がった徐士蘭さんを養父は「殺してやる」と叫んで鎌を

振り回して追いかけた、村の役人と近所の人が間に入って騒ぎはようやく収まった話は、

本誌 11号でもお伝えした通りである。

幸い、 16歳の時に巡り合った叢志文さんと、茶わんと箸だけの所帯道具で結婚生活を

始めた徐士蘭さんは、やっと苦界から逃れ、貧しくとも人並みの生活に入ることができた

のだった。こうした、さまざまな意味で徐士蘭さんと彼女の子供たちの人生にとって、忘

れようとしても忘れられない人生の一時期を過ごした、それがこの開発鎮だった。

■外事弁公室へ
ここでの撮影を終わった後、私たちは真冬の方正→ハルピン間 18 5キロの高速道を

ハルピンンヘ向かった。零下 25度の高速道を時速 11 0キロで走る私たちの車（徐士蘭

さんの孫娘・孫洪波さんの夫が運転）を、はるかに超えるスピードで追い越してゆくトラ

ックや大型バス。初めに感じた私と吉川カメラマンの恐怖心もしだいに薄れ始めた頃、車

はハルピン市内に入り、スピードを落として行った。

車はハルピン市南岡区の黒竜江省外事弁公室の前に横付けされた。徐士蘭さん母娘と私

たち二人は、旧知の外事弁公室副主任の徐広明さんに会った。徐士蘭さんが日本の入国ビ

ザを取得するために、まずこの役所に何度も通い、わけのわからない理由で毎回、往復3

7 0キロの高速道路を無駄に通い続けなければならなかった役所である。この無駄足を一

気に省いてくれたのが、この副主任の徐広明さんだった。徐士蘭さんの手続きが進まない

のに焦燥感を募らせていた私たちが、黒竜江省外事弁公室のトップだった旧知の王英春さ

んに送った手紙が、机の上に積まれたままだったことは後でわかったことだが、この事実

を知らないまま業を煮やした私たちが、何とかならないだろうかと泣きついたのが、この

徐広明さんだった。すると、それまで理由もわからぬまま先に進まなかった手続きが、嘘

のように動き始めた。そしてそれから間もなく、孫洪波さんから、

「書類が日本の領事館に回りました！」

という嬉しいメールが届いたのだった。
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■忘れられない二つの表情
「書類が領事館に回れば 10日間でビザが出る」

そんな“裏情報”を得ていた私たちは、すぐ、ルンルン気分で、それからの予定表を作っ

た。 1 0日間のホテルの予約、厚労省訪間、東京、千葉での歓迎会、桜の開花時期にあわ

せて富士山を目の前に見る西伊豆旅行...など。

ところが意外なことに、このあとi審陽の総領事館からの連絡がぷつつりと切れたまま、

いたずらに時間だけが過ぎて行った。ホテルや歓迎会場を一時キャンセル、不安のまま時

間が流れて行った。不安と焦燥感に包まれていた時、孫さんからメールが入った。

「ビザが出ました！」

その直後である、あの東北大震災が発生したのは。孫さんから追いかけてメールが入っ

た。

「中国へ逃げてきませんか！」

祖国に帰国を拒まれた徐士蘭が私たちに中国に避難しないかと勧告してくれている…私た

ちは胸が熱くなった。後で知ったことだが、この時、原発事故による放射能汚染が日本列

島を覆う恐れがあることから各国は日本在住の自国民を本国に引き上げさせたが、日本政

府だけは大恐慌に陥ることを怖れ、国民にこの恐れがあることを秘したのだった。

それにしても原発事故を伴った東北大震災の先行きがどうなるのか、予想が難しい状況

の中で、有効期間 3か月のビザにどう対応したらいいのか…！ 私たちは迷いに迷った末、

有効期間の最後の 10日間の来日という決定に賭けた。その時になって日本が予想を超え

るほどの大混乱に陥っていた時は、迷わずに徐士蘭さんに「残念ながら・・・」と伝えるほか

ない、がこの時の結論だった。

■底知れぬ孤独
東北大震災は巨大な災害をもたらしたとはいえ、幸い私たちは日本政府が日本人と認め

ない徐士蘭さんを、 1 0日間だけ祖国に招くことができた。その喜びと祖国を離れる時の

さびしそうな表情を私たちは忘れることができない。この二つの表情に隠された、「祖国を

喪った者の底知れぬ孤独」を、この映画でじっくり見ていただきたいと思う。
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秦野市で『鳴呼 満蒙開拓団』上映さる 
 
 2009 年から翌年にかけて映画作家、羽田澄子さん演出の映画『鳴呼 満蒙開拓団』が日

本各地で上映され、多くの人たちが満蒙開拓団の実態などを改めて知ることになった。 
映画の冒頭、ナレーターでもある羽田さんが『星火方正』の創刊号と２号を紹介し、「こ

の不思議な冊子で、日本人公墓の存在を知りました」という言葉を聞いて、実にうれしい

気持ちをしたものである。 
 それから６年も経って、いま改めてこの映画を上映するという話を聞いて、感慨を新た

にした。まだまだ、「満蒙開拓団のことを忘れてはいけないのだ」という方々がちゃんとい

らっしゃるのだと思い、とても新鮮な気持ちになった。 
 そして上映前に、30 分ほど解説のようなものを話してくれと主催者の方から言われ、方

正友好交流の会の大類善啓が秦野市に出かけた。 
 大類は、満蒙開拓団の悲劇は、敗戦前後“満洲”の大都市、ハルピン、長春、瀋陽、大

連などで生きた日本人とは様相が違っていることを明らかにして、その悲劇性を浮き彫り

した。 
 映画を終えてまた、30 分ほど質疑応答の時間があった。上映中の途中で席を立つ人を見

かけたが、後で主宰者の一人、高橋紀代子さんに聞けば、あの悲劇を「これ以上、見ては

いられなかった」という人たちだったという。（Ｋ） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

左は会場風景、右は講演する大類（写真提供：はだの・平和都市宣言につどう会） 

秦野市で『鳴呼 満蒙開拓団』上映さる 
 
 2009 年から翌年にかけて映画作家、羽田澄子さん演出の映画『鳴呼 満蒙開拓団』が日

本各地で上映され、多くの人たちが満蒙開拓団の実態などを改めて知ることになった。 
映画の冒頭、ナレーターでもある羽田さんが『星火方正』の創刊号と２号を紹介し、「こ

の不思議な冊子で、日本人公墓の存在を知りました」という言葉を聞いて、実にうれしい

気持ちをしたものである。 
 それから６年も経って、いま改めてこの映画を上映するという話を聞いて、感慨を新た

にした。まだまだ、「満蒙開拓団のことを忘れてはいけないのだ」という方々がちゃんとい

らっしゃるのだと思い、とても新鮮な気持ちになった。 
 そして上映前に、30 分ほど解説のようなものを話してくれと主催者の方から言われ、方

正友好交流の会の大類善啓が秦野市に出かけた。 
 大類は、満蒙開拓団の悲劇は、敗戦前後“満洲”の大都市、ハルピン、長春、瀋陽、大

連などで生きた日本人とは様相が違っていることを明らかにして、その悲劇性を浮き彫り

した。 
 映画を終えてまた、30 分ほど質疑応答の時間があった。上映中の途中で席を立つ人を見

かけたが、後で主宰者の一人、高橋紀代子さんに聞けば、あの悲劇を「これ以上、見ては

いられなかった」という人たちだったという。（Ｋ） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

左は会場風景、右は講演する大類（写真提供：はだの・平和都市宣言につどう会） 

秦野市で 『嗚呼満蒙開拓団』上映さる
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～平和はたゆまぬ努力によってのみ築かれ保たれる～

匪35圏平糎を窃糞暴フ吋ーラム醜國上眼舎
1930年代、 27万人もの日本人が、開拓団として中国東北部（旧満州）に移民していきました。

それは、中国の人々の土地を奪っての開拓でした。

その内 8万人以上の人々が、敗戦の混乱の中で寒さや病気で亡くなり、あるいは集団自決で命を

失ってしまいました。 その人々のために、中国政府が作ってくれたお基があります。

過
去
を
知
ら
な
け
れ
ば
、

未
来
を
誤
り
ま
す
。

-9―
 

つ
れ
？

◆日時

◆場所

◇定員

3月7日（土）

秦野市文化会館

480人

画亘午謙1時

小ホール

◇入場料

亘午後1時半

無料（当日先着順）

【※保育サービスあります。事前にお申し込みください。】

13: 35～ 解説「満蒙開拓団

ってなあに？」（方正友好交流

の会事務局長・大類善啓さん）

14: 05~ 映画上映

16: 05~ 質疑応答

16: 30 閉会

主催：はだの•平和都市宣言につどう会、秦野市 問い合わせ：秦野市市民自治振興課 TEL82-5118／はだの•平和都市宣言につどう会（高橋）TEL75-1832
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≪旅のご案内≫ 

じっくり上海歴史散歩 6 日間 
  
 上海はかつて魔都と言われるだけあり、なかなか魅力的な町です。横光利一が『上海』

という小説に書いたように「さまよえる日本人」がいた街であり、戦後も堀田善衛が国民

党に留用された街であり、またリヒアルト・ゾルゲやアグネス・スメドレー、尾崎秀美が

生きた街であります。また一方、国民党政権下で上海映画人たちが素晴らしい映画を創り、

また中国共産党が産声を挙げた街でもあります。そんな旧英国租界やフランス租界跡をゆ

っくりと歩きます。 
 内山書店を中心に広がった魯迅と内山完造ら日本人との交流、また腐敗と旧世界の泥沼

から新たな世界を切り開こうとした息吹きを、この旅で実感していただければと思います。

ぜひご参加をお待ちしています。 
上海歴史散歩の会代表 片山泰郎先生が租界時代の上海を案内します 

 
 日程  
８月１９日（水） 成田・関西・中部・福岡などから空路、上海へ（上海泊） 
８月２０日（木） 上海 戦前の日本人居住区を中心に散策   （上海泊）  
８月２１日（金） 上海 旧英国租界のビル群を中心に散策   （上海泊） 
８月２２日（土） 上海 古い上海の街並みが残る南市、豫園など（上海泊） 
８月２３日（日） 上海 終日：自由行動  

オプション 蘇州１日見学  （上海泊） 
８月２４日（月） 上海 中国慰安婦博物館見学後、空路帰国の途へ 
 
旅行代金 \169,000（成田発） 

募集人員 30 名（最少催行人員）20 名 添乗員付き 成田以外の空港について

はお問い合わせください。 

 

申込み先 株式会社 富士国際旅行社 山口 宏晃 

電話: 03－3357－3377 FAX: 03-3357-3317 
E-mail : yamaguchi@fits-tyo.com  
 
 主催 方正友好交流の会 （連絡は大類善啓まで 03‐3295－0411 または 
    090－2768―3338 Ｅ-mail: ohrui@jcst.or.jp 
後援 （一社）日中科学技術文化センター 

<旅のご案内>

じっくり上涛歴史散歩 6日間

上海歴史散歩の会代表 片山泰郎先生が租界時代の上海を案内します

日程

旅行代金 ¥169,000 （成田発）

募集人員 30名 （最少催行人員）20名 添乗員付き 成田以外の空港について

はお問い合わせください。

申込み先株式会社富士国際旅行社山口宏晃
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量ニ・わ屋

F噌．＇＂＇竃，.`書9ff_’’--iOII' 
製作／（恥現代ぷろだくしょん (2Dl4年／日本／ 102分）
監督／山田火砂子 プロデューサー／国枝秀美 原作・脚本／和田登

「望郷の鐘』（しなのき書房）脚本／来咲一洋・山田火砂子・中村敦夫

出演／内藤剛志渡辺梓山口馬木也市川笑也常盤貴子ほか

第2179号 2015年4月1日

ほんろう

「国策」に闘弄された人々 を救う

(8) 

映画『山本慈昭

（第3種郵便物認可）

望郷の鐘一満蒙開拓団の落日一』を見て

方正友好交流の会•事務局長 大類善啓

惨
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あ
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で
育
っ
た
同
年
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婦
人
よ
り
も
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る
か
に
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い
た
姿
を
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て
い
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、
旧
満
洲

で
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戦
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「
開
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」
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連
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か
ら
逃
げ

惑
い
、
日
本
の
敗
戦
後
は
報
復
を

企
て
る
中
国
人
か
ら
も
追
わ
れ
、

方
正
な
ど
の
収
容
所
に
行
き
着
い

た。

［上映情報］

長野センゲキシネマズ公開中

静岡 シネマ・イーラ 5/16 ~ 2週間上映
富山氷見キネマ 4/11~ 4/24 
兵庫元町映画館 3/21~ 4/3 
長崎長崎セントラル劇場 5/2~ i週間
大分別府ブルーバード劇場 6/20~ 7/3 

［上映会情報］

▽北海道室蘭市民会館 5/17(2回上映）
▽東京なかのZERO4/14 ・ 25 ・ 5/16 
江束区総合区民センター 5/1 束京江戸博
物館ホール 4/27 ムーブ町屋 5/23 江戸
川区総合文化センター 4130賀川豊彦記念
松沢資料館 4/12・ 26 大泉学園ゆめりあ
ホール 4/18・ 5/9▽埼玉川越市民会館や
まぶき会館ホール 4/15▽千葉行徳文化
ホール 5/16 束金文化会館 7/4▽神奈川
相模原南市民ホール 5/15杜のホールは
しもと 5/29（いすれも2回上映）▽長野東
御市文化会館 4/18▽愛知 アイプラザ半
田 5/23 新城文化会館 5/31（いすれも2回
上映）▽京都京都テルサホール 7/18▽島
根出雲文化伝承館 5/16(2回上映）▽高知
高知県立美術館 5/28
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『
望
郷
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』
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ん
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日
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山
本
は
長
野
県
下
伊
那
郡
の
お

寺
の
息
子
と
し
て
生
ま
れ
育
ち
、

当
時
は
国
民
学
校
の
教
員
を
兼
ね

て
い
た
。

1
9
4
5
年
、
「
阿
智

郷
開
拓
団
」
で
渡
る
子
ど
も
た
ち

抄
肛
＃
国
茶

A
S
q
:
i
~
:
t
H
·

察
玲
冷
ゴ
「

H
汁
K
廿
国
」
汁

0

莞
惹

の
教
師
役
と
し
て
妻
子
と
と
も
に

「
開
拓
民
」
と
し
て
旧
満
洲
に
入

っ
た
。
日
本
が
敗
北
す
る
3
カ
月

前
で
あ
る
。

同
年
8
月
9
日
、
ソ
連
軍
は
怒

涛
の
ご
と
く
旧
満
州
北
部
の
国
境

を
越
え
て
侵
攻
し
た
。
女
た
ち
は

乱
暴
を
働
く
ソ
連
兵
士
か
ら
身
を

守
る
た
め
坊
主
に
な
り
、
ま
た
中

国
人
の
襲
撃
か
ら
も
逃
れ
る
た
め

に
逃
避
行
を
続
け
た
。
そ
う
し
た

姿
が
生
々
し
く
描
か
れ
て
お
り
、

山
本
演
じ
る
内
藤
剛
志
の
演
技
が

光
る
。山
本
は
妻
子
と
引
き
離
さ
れ
、

シ
ベ
リ
ア
に
抑
留
さ
れ
、

2
年
後

に
帰
国
で
き
た
。
し
か
し
、
妻
は

死
亡
し
子
ど
も
た
ち
は
行
方
不
明

だ
っ
た
。
そ
う
し
て
、
か
つ
て
の

悲
惨
な
思
い
出
も
遠
く
な
っ
た

時
、
「
自
分
の
親
を
探
し
て
く
だ

さ
い
」
と
い
う
手
紙
が
中
国
に
残

さ
れ
た
孤
児
か
ら
山
本
に
届
く
。

映
画
は
、
そ
こ
か
ら
一
人
で
残

留
婦
人
や
孤
児
を
捜
し
出
し
、
日

本
に
帰
国
さ
せ
よ
う
と
す
る
山
本

の
活
動
を
描
く
。
日
本
の
政
府
機

関
が
ほ
と
ん
ど
そ
の
存
在
を
無
視

す
る
中
、
孤
軍
奮
闘
す
る
山
本
の

姿
か
ら
は
、
〈
国
家
は
人
々
を
何

度
も
棄
て
る
〉
と
い
う
、
庶
民
に

冷
た
い
日
本
国
家
の
姿
が
見
え
て

く
る
。緊
を
知
ら
な
い
若
い
人
た
ち

に
ぜ
ひ
見
て
ほ
し
い
映
画
だ
。
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文化の発祥地は国境を越える！ 
文化のジャンルでも過度に自国の文化の優越性を言うと危険な兆候になりかねない。そ

ういう意味でも映画『白夜のタンゴ』は面白かった。映画に触発されて書いた原稿が東京

新聞文化部でそれなりに評価してくれたようで掲載してくれた。文化の起源はタンゴに限

らず、国単位ではかれるものでないと思う。それぞれ国境を越えて影響し合っているもの

だ。そんなこと思ってご笑覧いただければ嬉しい。（大類善啓） 

文化の発祥地は匡境を越える！

．
 

一
九
六
五
年
、
作
家
高
橋
和
巳

が
己
彰
i

な
る
党
派
」
を
発
表
し

た
。
ま
さ
に
「
憂
鬱
な
」
六
0
年

安
保
闘
争
後
の
挫
折
感
漿
う
学
生

時
代
、
神
田
神
保
町
の
古
本
街
を

歩
き
、
ほ
っ
と
一
息
つ
く
の
が
タ

ン
ゴ
を
E
門
に
聴
か
せ
る
喫
茶
店

だ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
＿
一
十
数
年

後
、
同
じ
場
所
で
タ
ン
ゴ
の
レ
コ

ー
ド
コ
ン
サ
ー
ト
に
身
を
凶
い
て

い
た
頃
、
杢
宰
者
が
「
ど
う
し
て

日
本
人
は
黙
っ
て
タ
ン
ゴ
を
た
だ

聴
く
の
か
、
踊
り
も
せ
ず
歌
い
も

せ
ず
」
と
い
う
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
人

の
言
葉
を
紹
介
し
た
。
ま
っ
た
＜

そ
の
通
り
だ
と
思
い
、
タ
ン
ゴ
ダ

ン
ス
の
レ
ッ
ス
ン
に
通
い
出
し

た
。
そ
し
て
脈
手
な
社
交
ダ
ン
ス

と
は
一
味
も
ふ
た
味
も
違
つ
、
動

き
を
抑
え
た
タ
ン
ゴ
の
サ
ロ
ン
ダ

ン
ス
に
魅
せ
ら
れ
た
。

不
世
出
の
タ
ン
ゴ
歌
手
、
カ
ル

ロ
ス
・
ガ
ル
デ
ル
の
出
生
を
含

め
、
タ
ン
ゴ
の
発
祥
地
を
巡
っ
て

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
と
隣
国
ウ
ル
グ
ア

イ
は
苦
か
ら
争
っ
て
い
た
が
―

10

0
九
年
、
両
国
は
互
い
に
手
を
結

ん
で
ユ
ネ
ス
コ
世
界
無
形
文
化
遠

産
に
申
請
し
認
可
さ
れ
た
。
し
か

し
、
そ
の
両
園
に
異
議
を
唱
え
る

国
が
出
て
き
た
。
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

で
あ
る
。 映配ーl

大類善啓

咋
年
十
一
月
に
公
開
さ
れ
た
映

画

「白
夜
の
タ
ン
ゴ
」
は
そ
ん
な

タ
ン
ゴ
の
起
源
に
迫
っ
て
い
る
。

峡
画
の
口
頭
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の

世
界
的
な
映
画
監
苔
ア
キ
・
カ
ウ

リ
ス
マ
キ
は
、
こ
う
言
つ
の
だ
。

「
タ
ン
ゴ
の
起
糠
に
は
誤
解
が

あ
る
。
ウ
ル
グ
ア
イ
も
ア
ル
ゼ
ン

チ
ン
も
主
張
す
る
が
1

本
当
は
フ

ィ
ン
ラ
ン
ド
東
部
が
起
諒
だ
。
今

は
ロ
シ
ア
領
で
ー
牧
羊
犬
や
牛
が

い
る
森
だ
。
人
々
は
家
畜
を
守
る

た
め
に
歌
い
始
め
た
。
寂
し
さ
も

あ
っ
た
ろ
う
、
湖
畔
の
ダ
ン
ス
ホ

ー
ル
で
踊
り
始
め
た
ん
だ
：
J

カ
ウ
リ
ス
マ
キ
は
こ
う
語
り
、

そ
れ
が
一
八
五

0
年
代
で
八
0
年

代
に
は
西
部
に
伝
わ
っ
た
。
船
乗

り
が
そ
れ
を
プ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス

に
伝
え
、
現
地
の
人
が
聴
い
て
突

然
人
気
に
な
っ
た
と
い
う
。

「
船
は
ウ
ル
グ
ア
イ
に
行
っ
て

そ
の
後
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
に
行
っ
た

ん
だ
。
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
人
は
そ
の

順
番
を
忘
れ
—
さ
ら
に
我
々
を
完

全
に
忘
れ
た
。
我
が
国
が
起
源
な

み
じ
み
と
人
生
を
思
い
、
心
が
浄

化
さ
れ
る
よ
う
な
気
分
に
な
る
こ

と
が
と
て
も
大
事
な
こ
と
な
の

だ
、
と
改
め
て
痛
謡
す
る
の
で
あ

る。
ど
こ
が
起
源
で
あ
ろ
う
と
、
タ

ン
ゴ
は
故
郷
を
思
い
、
心
の
空
洞

を
埋
め
て
く
れ
る
音
楽
な
の
で
あ

る
。
こ
の
場
合
の
故
郷
は
地
理
的

な
概
念
を
超
え
て
、
さ
ら
に
魂
の

領
域
、
魂
の
故
郷
も
含
め
て
考
え

て
い
い
。
我
々
は
タ
ン
ゴ
を
聴
く

こ
と
に
よ
っ
て
、
タ
ン
ゴ
を
踊
る

起
源
は
さ
ま
よ
う
望
郷
の
魂

タンゴを踊る人たち＝プエノ
スアイレスで（箪名紺供）

の
に
我
々
は
と
て
も
謙
虚
だ
。
麿

史
に
触
れ
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と

に
慨
れ
て
い
る
ん
だ
・
・
＇
」

，
白
夜
の
タ
ン
ゴ
」
を
見
て
と

て
も
爽
快
な
気
分
に
な
っ
た
。
タ

ン
ゴ
の
起
瀕
が
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で

あ
ろ
う
と
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
で
あ
ろ

う
と
、
ウ
ル
グ
ア
イ
で
あ
ろ
う
と

構
わ
な
い
。
タ
ン
ゴ
を
聴
舌
、
タ

ン
ゴ
を
踊
り
、
そ
し
て
豊
か
な
佃

惑
を
味
わ
え
れ
ば
そ
れ
が
最
高
な

の
で
あ
る
。
タ
ン
ゴ
を
聴
い
て
し

こ
と
に
よ
っ
て
虚
し
さ
を
恩
め
ら

れ
る
口
疎
ま
し
い
日
常
性
を
超
え

た
い
の
で
あ
る
。
い
や
超
え
よ
う

と
考
え
な
く
と
も
、
日
ご
ろ
の
弛

緩
し
た
感
性
や
鬱
屈
し
た
謡
栂
を

洗
い
流
し
て
く
れ
る
の
だ
。

タ
ン
ゴ
は
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
も

の
で
も
ウ
ル
グ
ア
イ
の
も
の
で
も

な
く
、
ま
し
て
や
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン

の
独
占
物
で
も
な
い
。
そ
も
そ
も

タ
ン
ゴ
は
、
故
郷
を
喪
失
し
た
人

々
の
思
い
、
故
郷
へ
の
悪
い
を
歌

っ
て
い
る
。
失
わ
れ
た
過
去
を
追

樟
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
恋
に

破
れ
て
涙
を
硫
し
、
職
を
失
っ
て

嘆
き
、
母
国
を
離
れ
て
故
郷
を
思

う
人
々
が
共
有
で
き
る
も
の
な
の

だ
。
伯
感
あ
ふ
れ
る
タ
ノ
ゴ
を
聴

き
、
心
豊
か
に
な
る
。

Ii、タ

ン
ゴ
は
人
問
の
も
の
な
の
で
あ

る
。
祖
国
も
民
族
も
な
い
。
故
郷

羹
い
、
紡
雙
う
人
々
の
、
個
人

の
魂
の
も
の
な
の
で
あ
る
。

◇
 

お
お
る
い
・
よ
し
ひ
ろ
ジ
ャ

ー
ナ
リ
ス
ト
。

1
9
4
4年
、
大

阪
市
生
ま
れ
。
日
本
タ
ン
ゴ
・
ア

カ
デ
ミ
ー
会
只
。
苔
書
に

「あ
る

華
僑
の
戦
後
日
中
関
係
史
＿o
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方正
ほうまさ

日本人公墓が私たちに問いかけるもの 

――「方正友好交流の会」へのお誘い―― 
1945 年の夏、ソ連参戦と続く日本の敗戦は、旧満洲の開拓団の人々を奈落の底に突き落

としました。人々は難民、流浪の民と化し、真冬の酷寒にさらされ、飢えと疫病によって

多くの人々が方正の地で息絶えました。それから数年後、累々たる白骨の山を見た残留婦

人がなんとかして埋葬したいという思いは、県政府から省政府を経て中央へ、そして周恩

来総理のもとまでいき、中国政府よって「方正地区日本人公墓」が建立されました。中国

ではまだ日本の侵略に対する恨みが衰えていない 1963 年、中国政府は、中国人民同様わが

同胞の死も、日本軍国主義の犠牲者だとして手厚く方正に葬ってくれたのです。日本人開

拓民たちのおよそ４５００人が祀られているこの公墓は、中国広しといえどもこの方正に

あるものだけです。（黒龍江省麻山地区でソ連軍の攻撃に遭い、400 数十名が集団自決した

麻山事件の被害者たちの公墓も 1984 年に建立され、この方正の地にあります） 

 この公墓の存在は、私たちの活動もあり徐々にではありますが、人々に知られるように

なりました。民族の憎悪を乗り越えて建立され、中国の人々によって管理維持されている

公墓の存在を、更に多くの人々に知ってもらおう。「愛国主義」ではなく、民衆レベルでの

国際的な友愛精神を広めていこうと設立したのが「方正友好交流の会」です。当会の前身

は１９９３年に設立され、２００５年６月に再発足し、日中友好の原点の地ともいうべき

「方正」に光を当てたいと活動しております。 

 

個人会員 一口 １,０００円  団体・法人会員 一口 １０,０００円 

（口数は最低一口、上限はありません） 

方正友好交流の会 
101－0052 東京都千代田区神田小川町３－６（社）日中科学技術文化センター内 

電話 03ー3295ー0411 FAX 03―3295－0400 E-mail：ohrui@jcst.or.jp 

郵便振替口座番号 00130―5―426643 加入者名 方正友好交流の会 

HP アドレス：http:/www.houmasa.com/ 

方正日本人公墓が私たちに問いかけるもの

「方王友好交流の会」へのお誘い

1945年の夏、ソ連参戦と続く 日本の敗戦は、 旧満洲の開拓団の人々を奈落の底に突き落

としました。人々は難民、流浪の民と化し、真冬の酷寒にさらされ、飢えと疫病によって

多くの人々が方正の地で息絶えま した。それから数年後、累々たる白骨の山を見た残留婦

人がなんとかして埋葬したいという思いは、県政府から省政府を経て中央へ、そして周恩

来総理のも とまでいき、中国政府よって「方正地区H本人公墓」が建立されま した。 中国

ではまだ日本の侵略に対する恨みが衰えていない 1963年、中国政府は、中国人民同様わが

同胞の死も、 日本軍国主義の犠牲者だとして手厚く方正に葬ってくれたのです。 日本人開

拓民たちのおよそ4500人が祀られているこの公墓は、中国広しといえどもこの方正に

あるものだけです。（黒龍江省麻山地区でソ連軍の攻撃に遭い、 400数十名が集団自決した

麻山事件の被害者たちの公墓も 1984年に建立され、この方正の地にあります）

この公墓の存在は、私たちの活動もあり徐々にではありますが、人々に知られるように

なりました。民族の憎悪を乗り趣えて建立され、中国の人々によって管理維持されている

公墓の存在を、更に多くの人々に知ってもらおう。「愛国主義」ではなく、民衆レベルでの

国際的な友愛精神を広めていこうと設立したのが「方正友好交流の会」です。当会の前身

は19 9 3年に設立され、 2005年6月に再発足し、日中友好の原点の地ともいうべき

「方正」に光を当てたいと活動しております。

個人会員ーロ 1,000円 団体。法人会員ーロ 10,000円

（口数は最低ーロ、上限はありません）

方王友好交流の会

1([])1-([])([])52 東京都千代田区神田小川町3-6 （社）日 中科学技術文化センター内

電話 ([])3-3295-([])411 野立([])3-3295-([])4([])([]) 国maii: ohmi@jcsも。OI。jp

郵便振替口座番号 ([])([])13([])-5-426643 加入者名 方正友好交流の会

H巴アドレス： hももp:／可叩心o1Lllmasa。com
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<報告> ありがとうございました

前号の会報 19号入稿後、 2014年 12月2日以降にカンパをお寄せいただいた方、また新

たに会員になられた方々のお名前を以下に記して感謝の意をお伝えします。ありがとうご

ざいました。（敬称略、受付けた順に記載しました。 2015年 4月30日現在）

磯部荀子猿川清吉宮下春男野田尚道村松賢英坂田和子肥後茂樹鵜澤弘

矢吹晋滝永登山川梅子手塚登士雄中嶋定和下山田誠子大島満吉塚田恵子

山吉昭三由井格猪股祐介森博勇栗原貞子石橋辰巳阿久津国秀吉川孝人

小出公司望月迪洋 田中丸邦彦 NPO法人やまなみ湊谷節子渡辺一枝辻康子

山本勇造山下美子佐藤良夫天竺桂尚穂武吉次朗岩噌弘三白西紳一郎小玉正憲

山田寿子石原健一岡百合子佐藤すみ江伊藤貴子吉川健高木涼子篠田欽次

鈴木幸子貞平浩佐藤千栄子渡辺保雄遠藤勇篠原国雄滝口洋子榎戸吉貞

木戸冨美江杉田春恵島辰夫黒岩満喜馬場永子 田崎雄兒望月信孝石田和久

森田恭子篠原淳子田澤仁藤村光子窪田かづよ 生田和美高田京子慈氏周豊

小畑正子奥田俊夫小関光二長谷部照夫岡庭成巳伊原忠・泰子唐沢修北澤吉三

大里浩秋竹中一雄伊東行子石原政子金子彰小松征夫近寅彦小林淫子

遠藤滋古賀勇一風間成孔久保和男 江藤昌美矢田博子藤勝徳新谷陽子

大森猛小柳保征・公代金倉美佐恵櫻庭ゆみ子 宮本アジア研究所 山内良子

照山真木子金成敬子瀧亀久男高橋かよ子新田百合子林郁高橋健男野津久夫・

喜美子寺本康俊深山信雄 山田敬三永宮禰生名取敬和金丸千尋栗林稔

今村隆一堀江はつ菅原三太郎松島赫子樗沢仁石田武夫鈴木敏夫南村豊寅

小柴玲子前川よしえ石橋実 田井光枝鳥島せい子今井和江田平正子柴崎葦津子

平良長政南雲英雄中井詔太郎石金楷柳瀬恒範

く編集後記＞ 当会の事務局がある日中科学技術文化センターの会報「きずな」の編集

作業と雑事も重なり忙しかったが、なんとか 20号を発刊できた。今号も森一彦氏の他に、

奥村正雄氏から編集業務で助力を受けた。

今回は原稿が少ないかと心配していたが、それなりの厚みになった本号である。これか

らもぜひ、この会報にふさわしいと思われる原稿をどんどんお寄せいただきたい。

現政権は、日米同盟の強化というお題目の下、日本国憲法の精神などどこ吹く風という

感じで、どんどん戦時体制のように突き進んでいる。これからの行く末を思うと、過酷な

先の戦争体験をどう伝えていくかが重要な我々の任務だと思う。巻頭に掲載した岩崎スミ

さんのく野ざらしの骨＞は、そういう意味で熟読してほしいものだ。（大類）

<表紙写真撮影：吉川雄作>
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